
エネルギー自給率 100%を 目指す岡山県真庭市のバイオマス発電所=真庭市提供

SDGs(エ ス・ ディー・ ジーズ、

Sustainable Development Goals)は 持

続可能な開発目標として 2015年に国連

のサミットで採択された。先進国を含む

国際社会全体が 30年を期限とする包括

的な 17の 目標 (ゴール)と 169のター

ゲットを設定し、「誰一人取り残さない」

社会の実現を目指す。政府は今年 6月、

29の自治体を「SDGs未 来都市」と、

その中から先駆的な 10のモデル事業を

選定した。今年はまさにSDGs元年だ。

その選定にかかわつたローカルフアース

ト研究所代表取締役 (東洋大客員教授)

の関幸子氏に、政府の取り組みとSDG
s未来都市の最前線の動きを報告しても

らつた。
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
‐７
の
ゴ
ー
ル
別
に
具
体

的
な
１
６
９
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
が
明
記
さ

れ
て
い
る
が
、
先
進
国
で
あ
る
日
本
が

実
際
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い

目
標
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
。

例
え
ば
、
ゴ
ー
ル
ー
は

「あ
ら
ゆ
る

場
所
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
貧
困
を
終
わ

ら
せ
る
」
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ー
の
１
は

「
３。

年
ま
で
に
、
現
在
１
日
１

・
２５
ド

ル

未
満
で
生
活
す
る
人
々
と
定
義
さ
れ
て

い
る
極
度
の
貧
困
を
あ
ら
ゆ
る
場
所
で

終
わ
ら
せ
る
」
。
ゴ
ー
ル
３
は

「
あ
ら

ゆ
る
年
齢
の
全
て
の
人
々
の
健
康
的
な

生
活
を
確
保
し
、
福
祉
を
促
進
す
る
」

で
、
タ
ー
ゲ
ツ
ト
３
の
１
は

「
３。
年
ま

で
に
、
世
界
の
妊
産
婦
の
死
亡
率
を
出

生
１０
万
人
当
た
り
７。
人
未
満
に
削
減
す

る
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ゴ
ー
ル

と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
関
係
は
か
な
り
具
体

的
で
、
達
成
す
べ
き
数
値
目
標
が
明
確

で
あ
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
１
か
ら
１５
ま
で
の
ゴ
ー
ル
は
、

経
済
、
社
会
、
環
境

へ
の
具
体
的
な
達

成
す
べ
き
目
標
設
定
で
あ
る
が
、
ゴ
ー

ル
ー６
の
「平
和
と
公
正
を
全
て
の
人
に
」

で
は
、
「持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
て

平
和
で
包
摂
的
な
社
会
を
推
進
し
、
全

て
の
人
に
司
法

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に

(⑦エネルギー)(③ 成長・雇用)(⑨イノベーション) (⑩不平等) (⑪都市)  (⑫ 生産・消費)

お
い
て
効
果
的
で
責
任
あ
る
包
摂
的
な

制
度
を
構
築
す
る
」
と
し
て
、
体
制
や

法
的
な
制
度
設
計
に
つ
い
て
記
述
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
ゴ
ー
ル
ー７
の

「パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
目
標
を
達
成
し
よ

(①貧困)   (② 飢餓)   (③ 保健)   (④ 教育)  (⑤ジェンダー) (⑥水・衛生)

う
」
で
は
、
「持
続
可
能
な
開
発
に
向

け
て
実
施
手
段
を
強
化
し
、
グ

ロ
ー
バ

ル

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
活
性
化
す

る
」
と
し
て
先
進
国
、
途
上
国
、
企
業
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

各
種
団
体
な
ど
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
円
卓
会
議
の
対
話
を
経
て
、
同

年
１２
月
、
今
後
の
日
本
の
取
り
組
み
の

指
針
と
な
る

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針
」

を
決
定
し
た
。
そ
の
後
に
、
今
年
６
月

の
第
５
回
推
進
本
部
会
合
で
は
、

１７
年

‐２
月
の
第
４
回
会
合
で
決
定
し
た

「
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１

８
」
を
更
に
具
体
化

・
拡
大
し
た

「拡

大
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２

０
１
８
」
を
決
定
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針
は
、

３。
ァ
ジ

ェ

ン
ダ
の
実
施
に
向
け
た
重
要
な
国
家
戦

略
で
あ
り
、
特
に
推
進
す
べ
き
目
標
と

し
て
掲
げ
た
の
は
次
の
８
項
目
だ
。

①

あ
ら
ゆ
る
人
々
の
活
躍
の
推
進

②

健
康

。
長
寿
の
達
成

９
８
摺
ｑ
一ぐ

繁
栄
）
③
成
長
市
場
の
創
出
、
地
域
活

性
化
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

④
持
続
可
能
で
強
靱
な
国
土
と
質
の
高

い
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

Ｑ
｝〓
２

地
球
）

⑤
省

。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
気
候

変
動
対
策
、
循
環
型
社
会
⑥
生
物
多
様

性
、
森
林
、
海
洋
等

の
環
境

の
保
全

９
８
８

平
和
）
⑦
平
和
と
安
全

。
安

心ヽ
朴
欠
ム
の
を
杢
現

（”
”
コ
ｏ
①
∽ヽ，
む

パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
推

進
の
体
制
と
手
段
―
―
。

価
　
役
割
と
手
法
を

明

記

し

て

い

フ
Ｑ

。

日
本

で
は
、

‐６
年
５
月
に
安

口
　
　
倍
晋
三
首
相
を

段)

押鵬回【ｍ田一　　麻馴簾一炉騰

⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
を
副
本
部
長
と

し
，
全
閣
僚
を

構
成

員

と
す

る

「
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ

推
進
本
部
」
を

設
置
さ
れ
、
国

内
実
施
と
国
際

協
力
の
両
面
で

率
先
し
て
取
り

組
む
体
制
を
整

備
。
こ
の
本
部

の

下

で
、

行

政
、
民
間
セ
ク

タ
ー
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
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一
地
方
創
生
、
環
境
未
来
都
市
構
想
を
発
展

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
上
で
、
日
本

は
独
自
の
取
り
組
み
姿
勢
を
示
し
て
い

る
。
そ
れ
は
１４
年
か
ら
動
き
出
し
た
少

子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
地
域
の
人

口
減
少
と
地
域
経
済
の
縮
小
を
克
服
す

る

「地
方
創
生
戦
略
」
と
の
連
携
で
あ

り
ヽ

０８
年
か
ら
低
炭
素
社
会
実
現
を
目

指
し
て
き
た

「環
境
未
来
都
市
構
想
」

の
推
進
で
あ
る
。

地
方
創
生
で
の
文
脈
か
ら
見
れ
ば
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
基
づ
き
達
成
す
る
社
会

は
、
実
は
地
方
創
生
の
実
現
そ
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
捉
え
方
か
ら

「ま
ち

・

ひ
と

。
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０
１

７
」
の
中
に

「地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
の
推
進
」
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ

た
。
具
体
的
に
は
、
環
境

。
社
会

。
経

済
の
３
側
面
か
ら
持
続
可
能
性
を
目
指

す
環
境
未
来
都
市
構
想
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
自
治
体
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
同
時
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た

め
の
モ
デ
ル
事
例
の
形
成
、
資
金
支
援

策
の
検
討
、
有
識
者
に
よ
る
継
続
的
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
が
明
文
化
さ
れ

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

へ
の
道
筋
が

敷
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。

‐７
年
６
月
に
は
、　
一
般
財
団
法
人
建

築
環
境

。
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
理
事
長

の
村
上
周
三
氏
を
座
長
と
し
て
、
環
境

や
福
祉
、
都
市
政
策
、
経
済
等
の
各
分

野
の
専
門
家
１０
人
で
構
成
さ
れ
た

「自

治
体

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
た
め
の
有
識

者
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
筆
者
も

一
員
と
な
り
、
特
に
経
済
政
策
と
自
治

体
の
事
業
推
進
体
制
等
の
視
点
か
ら
多

く
の
意
見
を
述
べ
た
。

有
識
者
検
討
会
議
の
役
割
は
、
「環

境
未
来
都
市
」
推
進
構
想
の
実
績
を
踏

ま
え
、
地
方
創
生
に
お
け
る
自
治
体

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
の
た
め
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
基
本
的
考
え
方
を
取
り
ま

と
め
る
と
と
も
に
、
具
体
的
施
策
を
提

言
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
５
回
の
討
議

を
経
て
、
有
識
者
検
討
会
は
同
年
Ｈ
月

に
取
り
ま
と
め
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
で
は
ま
ず
、
「自
治
体

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
い
う
概
念
を

「自
治
体

に
よ
る
地
域
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連

携
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
向
け

た
積
極
的
な
取
り
組
み
の
総
体
」
と
明

確
に
し
た
上
で
次
の
提
言
を
行

っ
た
。

①
経
済

・
社
会

・
環
境
政
策
の
統
合

に
よ
る
相
乗
効
果
の
創
出
＝
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
、
経
済

。
社
会

・
環
境
の
３
側
面
を

不
可
分
の
も
の
と
扱
い
、
統
合
的
な
取

り
組
み
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
開
発
を

目
指
す
も
の
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て

い
る
。
地
域
ご
と
の
優
先
的
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
で
更
な
る
相
乗
効
果
が
生

ま
れ
、
地
方
創
生
を
実
現
化
で
き
る
。

②
住
民
や
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
か
ら
見
て
、
自
治
体
に
期
待
す

る
役
割
＝
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
は
、
住
民

や
民
間
事
業
者
等
の
広
範
で
多
様
な
人

材
や
機
関
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
。

③
自
治
体
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
た
め

に
取
り
組
む
べ
き
事
項
＝
バ
ッ
グ
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
手
法
に
よ
る
３。
年
の
あ
る

べ
き
姿
と
し
て
の
ビ
ジ

ョ
ン
作
成
、
優

先
す
べ
き
ゴ
ー
ル
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
選

定
し
政
策
目
標
を
立
て
る
。
あ
わ
せ
て
、

首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
、
執
行
体
制

（人
材
、
予
算
、
権
限
等
）
の
整
備
が

不
可
欠
で
あ
る
。

④
政
府
の
役
割
＝
具
体
的
な
行
動
の

展
開
と
相
互
学
習
の
場
づ
く
り
と
と
も

に
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
」
を
公
募
選
定
し
、
経
済

。
社

会

・
環
境
の
３
側
面
に
お
け
る
新
し
い

価
値
創
出
を
通
し
て
持
続
可
能
な
開
発

を
実
現
す
る
地
域
支
援
―
―
。

有
識
者
検
討
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
あ

り
方
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
に
、
政
府
は
今

年
２
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
公
募

を
開
始
。
１
カ
月
間
で
５５
の
自
治
体
か

ら
応
募
が
あ

っ
た
。
先
の
有
識
者
会
議

が
そ
の
ま
ま
、
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

評
価
・調
査
検
討
会

（座
長
は
村
上
氏
）

に
移
行
し
、
筆
者
も
含
め
て
１０
人
の
委

員
が
、
評
価
項
目
と
評
価

・
採
点
方
法

を
定
め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
等
選
定

基
準
に
基
づ
き
、
書
類
審
査
と
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
経
て
、

２９
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
と
１０
の
モ
デ
ル
地
域
を
選
定
し

た
。Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
に
沿
っ
た
基
本
的

・
総
合
的

取
り
組
み
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
都
市

・
地
域
の
中
か
ら
、
特
に
、
経
済

。
社

会

。
環
境
の
３
側
面
に
お
け
る
新
し
い

価
値
創
出
を
通
し
て
持
続
可
能
な
開
発

を
実
現
す
る
ポ
テ
ン
シ
ヤ

ル
が
高
い

都
市

・
地
域
を
指
す
。

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｃ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
と

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
沿
っ
た
統
合

的
取
り
組
み
に
よ
り
、
経
済

・
社
会

・

環
境
の
３
側
面
に
お
け
る
新
し
い
価
値

創
出
を
通
し
て
持
続
可
能
な
開
発
を
実

現
す
る
ポ
テ
ン
シ
ヤ
ル
が
高
い
先
導
的

な
取
り
組
み
で
あ
っ
て
、
多
様
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
を
通
し
、
地

域
に
お
け
る
自
律
的
好
循
環
が
見
込
め

る
事
業
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

選
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

は
、
北
海
道
を
含
め
て
４
道
県
、
富
山

一特
集
一
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
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市
な
ど
１９
市
、
熊
本
県
小
国
町
な
ど
５

町
、
奈
良
県
十
津
川
村
１
村
で
あ
る
。

特
徴
と
し
て
は
、
下
川
町
、
富
山
市
、

東
松
山
市
、
横
浜
市
、
北
九
州
市
な
ど

は
環
境
未
来
都
市
を
基
盤
と
し
な
が
ら

経
済

。
社
会

・
環
境
の
好
循
環
型
の
提

案
と
な
っ
て
い
る
。
市
民
の
未
病
状
態

を
長
く
維
持
し
て
医
療
費
や
介
護
費
用

を
減
少
し
よ
う
と
す
る
神
奈
川
県
、
子

ど
も
の
貧
困
の
解
消
と
教
育
を
重
視
し

た
つ
く
ば
市
、
女
性
の
活
躍
と
人
材
育

成
を
基
盤
に
置
い
た
宇
部
市
、
市
民
生

活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
を
中
心
に
据
え
た
鎌
倉
市
な
ど
、
地

域
特
性
と
資
源
を
分
析
し
、
評
価
し
た

上
で
の
個
性
的
な
提
案
と
な
っ
た
。

モ
デ
ル
事
業
の
１０
地
域
に
は
、
全
体

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
普
及
啓
発
等
経
費
と

し
て

２
０
０
０
万
円
の
定
額
補
助
と

加
え
て
事
業
実
施
の
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
事
業
設
備
、機
械
装
置
導
入
経
費
、

試
作

。
実
証
経
費
、
人
材
育
成
経
費
、

シ
ス
テ
ム
開
発
経
費
等
を
対
象
に
２
分

の
１
補
助
で
２
０
０
０
万
円
ま
で
と
し

て
合
計
４
０
０
０
万
円
の
補
助
金
が
提

供
さ
れ
る
。

２９
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
は
、
地

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
評
価

・
調
査

検
討
会
の
委
員
は
、
８
月
中
に
モ
デ
ル

事
業
に
選
定
さ
れ
た
１０
自
治
体
の
現
場

に
入
り
、
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と

も
に
事
業
推
進
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
た
。
筆
者
も
現
地
を
訪
問
し
た
の
で

最
新
の
情
報
を
報
告
し
よ
う
。

岡
山
県
真
庭
市
は
、
今
回
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
計
画
で
、

３。
年
の
あ
る
べ

き
姿
と
し
て
三
つ
を
掲
げ
た
。

一
つ
目
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
の

再
生
可
能
資
源
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
１
０
０
％
達
成
。
有
機
廃
棄
物
を

利
用
し
た
環
境
保
全
型
農
業
か
ら
生
ま

れ
た
農
産
物
の
地
産
地
消
な
ど
に
よ

り
、
市
外
に
流
出
し
て
い
た
お
金
が
市

内
で
循
環
す
る

「回
る
経
済
」
を
確
立

す
る
。

二
つ
目
は
、
中
央
図
書
館
を
拠
点
と

し
た
生
涯
学
習
、
木
造
の
小
学
校

。
こ

ど
も
園
等
を
拠
点
と
し
た
郷
育
に
よ

り
、都
市
の
「効
率
」
よ
り
農
山
村
の
「生

活
の
質
」
を
重
視
す
る
若
者
、
関
係
人

口
、
移
住
者
が
増
加
し
、
彼
ら
が
新
産

真
庭
市
富
原
地
区
の
樹
齢
１
０
０
年
の
ヒ
ノ
キ
林
＝
真
庭
市
提
供

方
創
生
交
付
金
の
１
枠

（
８
０
０
０
万

円
程
度
）
を
申
請
す
る
権
利
が
与
え
ら

れ
、
そ
の
範
囲
内
で
事
業
化
で
き
る
よ

う
に
支
援
施
策
が
制
度
化
さ
れ
た
。

―
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
、
全
国
で
も
い

ち
早
く
地
元
木
材
を
活
用
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
に
着
手
し
、
現
状
で
も
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
は
３。
％
を
超
え
て
い
る
。

今
回
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
実
現
に

- エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
１
０
０
％
を
目
指
す
真
庭
市

向
け
て
２
基
目
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

業
の
担
い
手
と
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
整
備
し
、
マ
イ
ク
ロ
・
小
水
力
発
電

三
つ
目
は
、
旭
川
の
下
流
住
民
、
漁
　
　
設
置
と
と
も
に
、
全
国
初
の
地
域
エ
ネ

業
者
等
と
連
携
し
た
環
境
保
全
活
動
等
　
　
ル
ギ
ー
自
給
率
１
０
０
％
の

「
エ
ネ
ル

を
通
じ
て
、
持
続
可
能
で
豊
か
な
環
境
　
　
ギ
ー
エ
コ
タ
ウ
ン
真
庭
」
を
目
指
す
。

が
創
出
さ
れ
、
大
規
模
災
害
の
少
な
い
　
　
　
同
時
に
、
環
境

。
経
済

ｏ
社
会
の
自

地
域
と
し
て
安
定

。
安
心
な
真
庭
ラ
イ
　
　
律
的
好
循
環
を
形
成
し
、
東
京
１
極
集

フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
中
に
伴
う
人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
衰

真
庭
市
は
、
典
型
的
な
中
山
間
地
で
、
　
　
退
と
い
っ
た
負
の
連
鎖
を
完
全
に
断
ち

古
く
か
ら
木
材
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
　
　
切
り
、
地
方

・
農
山
村
の
永
続
的
発
展

生
産
か
ら
加
工
、
流
通
ま
で
体
制
が
整
　
　
モ
デ
ル
自
治
体
を
目
指
し
た
戦
略
的
な

い
発
展
し
て
き
た
。
大
田
昇
市
長
の
り
　
　
事
業
計
画
を
示
し
て
い
る
。

一
‐
丁
に
よ
る
経
済
活
性
化
を
目
指
す
壱
岐
市

長
崎
県
の
離
島
で
あ
る
壱
岐
市
の
３。
　
　
　
具
体
的
な
戦
略
と
し
て
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

年
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
古
来
、
大
陸
と
　
　
や
Ａ
Ｉ
な
ど
先
進
技
術
を
積
極
的
に
取

九
州
を
交
易
に
よ
り
繋
い
で
き
た
国
　
　
り
入
れ
、
就
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

境
の
島
と
し
て
の
伝
統
を
基
盤
と
し
　
　
不
足
等
の
深
刻
な
課
題
を
抱
え
て
い
た

て
、
徹
底
し
た
交
流
起
点
の
ま
ち
づ
く
　
　
１
次
産
業
の
改
善
に
取
り
組
む
。
農
業

り
を
推
進
し
第
４
次
産
業
革
命
の
恩
恵
　
　
は
、
定
植
か
ら
収
穫
、
出
荷
、
販
売
ま

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
交
流
機
会
を
獲
得
　
　
で
の
一
連
の
生
産
工
程
を
シ
ス
テ
ム
化

し
、
壱
岐
活
き
対
話
型
社
会

「
壱
岐
　
　
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
及
び
Ａ
Ｉ
に
よ
り
生
産
工

（
粋
）
な
８
ｏお
ぐ
５

ｏ
Ｏ
」
を
実
現
　
　
程
を
自
動
化
す
る
こ
と
で
、
就
業
者
の

し
て
い
る
こ
と
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
身
の
負
担
を
軽
減
し
、
持
続
可
能
産
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